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　白馬大池は栂池高原スキー場の上部、水ばしょうやワ

タスゲなど沢山の高山植物が群生する標高約 1,900ｍの

栂池自然園から、更に登山道で約３時間半、標高 2,379

ｍにある火山性の淡水湖です。

　周囲は約２㎞で、流入河川はありませんが、雪解け水

や雨水が池の水をたたえています。

　深い青色がとても美しく、サンショウウオが生息して

います。中部山岳国立公園の特別保護地域に属し、小蓮

華山・白馬岳方面と、蓮華温泉方面との分岐に位置して

います。

　一帯ではコマクサ、ハクサンコザクラなど高山植物の

ほか、時折ライチョウの姿を目にすることがあります。

　雪深い山岳地帯のため、例年７月初旬から 10 月初旬

の期間に白馬大池山荘での宿泊や、テント設営をして一

夜を過ごすと、待ちかねたように一斉に花をつける植物

たちや、天の川をはじめ、星たちの声が聞こえてくるよ

うな満天の星空を綺麗に見ることができます。

○広域連合議会だより

○平成31年度予算について

○広域消防の活動紹介

○イベントカレンダー

主
な
内
容

人　口　５８，０１６人

世帯数　２３，４８０世帯

（平成31年３月１日現在　長野県調べ）

人口と世帯
北アルプス広域

白馬大池とライチョウ
　　　　　　　　　 　  （小谷村）
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議　会

月
定
例
会
開
催

平
成
30
年
度
補
正
予
算
に
つ
い
て

11

30

　
平
成

年
11
月
14
日
に

月
定
例
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

月
定
例
会
で
は
予
算
案
件
４
件
の
議
案
が
上
程
さ

11

れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
人
事
異
動
、
職
員
採
用
に
伴
う
人
件
費
の
調
整
の
ほ

か
、
主
な
も
の
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

▼
一
般
会
計
（
第
３
号
）

　
消
防
費
に
お
い
て
、
女
性
消
防
職
員
の
採
用
に
対
応
す

る
た
め
の
施
設
改
修
工
事
に
係
る
設
計
委
託
費
の
増

▼
介
護
老
人
保
健
施
設
事
業
特
別
会
計
（
第
２
号
）

　
上
半
期
の
実
績
に
基
づ
く
療
養
介
護
費
収
入
の
減
に

対
す
る
、
基
金
繰
入
に
よ
る
財
源
調
整

▼
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
（
第
２
号
）

　
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
の
利
用
の
増

に
よ
る
保
険
給
付
費
の
増

▼
老
人
福
祉
施
設
等
事
業
特
別
会
計
（
第
２
号
）

　
育
児
休
業
の
期
間
延
長
に
よ
る
調
整

く
な
く
、
専
門
部
会
で
引
き
続
き
意
見
交
換
し
な
が
ら
検

討
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
「
こ
こ
の
図
書
館
は
山
岳
関
係
の
図
書
が
充
実

し
て
い
る
」、「
あ
る
図
書
館
は
絵
本
が
豊
富
に
揃
っ
て
い

る
」
な
ど
の
特
色
を
出
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
蔵

書
購
入
予
算
が
限
ら
れ
る
中
、
圏
域
全
体
と
し
て
、
多
様

な
蔵
書
を
有
す
る
１
つ
の
図
書
館
と
な
り
、
住
民
に
と
っ

て
も
貴
重
な
知
的
財
産
に
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
今
後
も
図
書
館
相
互
に
図
書
や
イ
ベ
ン
ト
の
情
報
を

出
し
合
い
、
圏
域
住
民
に
積
極
的
に
周
知
、
広
報
す
る
こ

と
に
よ
り
、
一
層
多
く
の
方
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

【
買
い
物
サ
ポ
ー
ト
事
業
に
つ
い
て
】

問
　
事
業
の
理
念
と
具
谷
的
な
内
容
に
つ
い
て
。

　
第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
社
会

答
情
勢
の
変
化
に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
の
重
点

施
策
を
定
め
て
い
る
。
買
い
物
サ
ポ
ー
ト
事
業
は
、
重
点

施
策
の
う
ち
、「
介
護
予
防
の
推
進
」
と
「
日
常
生
活
を
支

援
す
る
体
制
の
整
備
」
の
２
つ
の
施
策
を
合
わ
せ
て
推
進

す
る
事
業
と
し
て
実
施
す
る
。

　
具
体
的
な
内
容
と
し
て
は
、
加
齢
に
伴
う
体
力
の
低
下

な
ど
に
よ
り
、
買
い
物
し
た
荷
物
が
重
く
、
自
ら
運
べ
な

い
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
外
出
を
控
え
て
し
ま
い
が
ち
な

高
齢
者
に
対
し
、
自
宅
へ
配
送
す
る
支
援
を
行
う
も
の
。

一
般
質
問
（
要
旨
・
抜
粋
）

　
　

矢
口
　
あ
か
ね

議
員
（
松
川
村
）

【
図
書
館
の
相
互
利
用
に
つ
い
て
】

問答
　
ど
の
く
ら
い
利
用
が
あ
っ
た
の
か
。
ま
た
、
図

書
の
輸
送
シ
ス
テ
ム
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　
自
治
体
を
ま
た
が
る
書
籍
の
貸
出
は
、
半
年
間

で
１
，
６
６
７
冊
、
月
平
均
で
約
３
０
０
冊
と

な
っ
て
い
る
。

　
図
書
輸
送
の
仕
組
み
に
つ
い
て
は
、
毎
週
火
曜
日
と
金

曜
日
に
、
業
務
委
託
し
た
公
益
社
団
法
人
北
ア
ル
プ
ス
広

域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
担
当
者
が
、
大
町
市
の
公

用
車
を
用
い
て
圏
域
市
町
村
の
図
書
館
を
巡
回
し
て
、
他

の
図
書
館
か
ら
貸
出
依
頼
の
あ
っ
た
図
書
を
届
け
た
り
、

返
却
さ
れ
る
図
書
を
預
か
っ
た
り
し
て
受
け
渡
し
を

行
っ
て
い
る
。

問答
　
将
来
の
構
想
に
対
す
る
考
え
は
。

　
図
書
館
の
相
互
利
用
を
更
に
促
進
す
る
た
め
の

方
策
と
し
て
、
利
用
者
登
録
や
貸
出
業
務
、
資
料
管

理
等
を
処
理
す
る
図
書
館
シ
ス
テ
ム
を
市
町
村
間
で
統

一
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
シ
ス
テ
ム
の
切
り
替
え
は
、
更
新
の
時
期
や
費
用
、
共

通
の
管
理
体
制
の
整
備
な
ど
検
討
す
べ
き
事
項
も
少
な
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猪
股
　
充
拡

議
員
（
小
谷
村
）

【
広
域
観
光
に
つ
い
て
】

問
　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
て
い
く
取

り
組
み
は
。

　
圏
域
の
市
町
村
や
観
光
団
体
に
お
い
て
は
、
イ

答
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
の
方
向
性
も
様
々
で
、
海
外
に

向
け
て
誘
客
活
動
を
精
力
的
に
展
開
し
、
一
定
の
成
果
に

つ
な
げ
て
い
る
観
光
拠
点
も
あ
る
が
、
誘
客
を
定
着
さ
せ

る
た
め
に
は
、
外
国
語
で
の
窓
口
対
応
や
ガ
イ
ド
の
養

成
、
案
内
表
示
の
整
備
、
宿
泊
、
飲
食
施
設
や
病
院
な
ど

の
幅
広
い
受
入
れ
態
勢
の
整
備
な
ど
、
取
り
組
む
べ
き
課

題
が
広
範
に
わ
た
っ
て
い
る
。

　
今
後
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
に
つ
い
て
、
各
市
町
村
で

の
対
応
の
優
先
度
を
含
め
、
観
光
振
興
の
あ
り
方
の
検
討

を
深
め
る
と
と
も
に
、
広
域
的
に
取
り
組
む
べ
き
共
通
の

課
題
に
つ
い
て
は
、
北
ア
ル
プ
ス
連
携
自
立
圏
の
広
域
観

光
専
門
部
会
で
、
対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

【
北
ア
ル
プ
ス
エ
コ
パ
ー
ク
に
つ
い
て
】

問
　
運
営
状
況
、
課
題
及
び
問
題
点
は
。

　
運
営
状
況
に
つ
い
て
は
、
７
月
ま
で
の
試
運
転

答
期
間
中
は
大
町
市
の
行
政
収
集
に
よ
り
受
け
入
れ

た
ご
み
の
焼
却
を
行
っ
て
お
り
、
８
月
か
ら
は
白
馬
村
、

小
谷
村
の
行
政
収
集
な
ど
の
可
燃
ご
み
の
受
け
入
れ
に

加
え
、
住
民
や
事
業
者
の
直
接
搬
入
が
開
始
さ
れ
る
と
と

も
に
、
不
燃
ご
み
や
資
源
物
の
受
け
入
れ
も
始
ま
っ
た
。

運
転
管
理
に
つ
い
て
は
、
試
運
転
前
の
早
期
に
、
施
設
の

運
転
や
管
理
を
行
う
維
持
管
理
業
務
を
委
託
し
、
試
運
転

期
間
中
に
十
分
な
教
育
訓
練
を
実
施
し
た
こ
と
に
よ
り
、

適
正
か
つ
安
定
し
た
運
転
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
今
後
の
課
題
と
し
て
、
エ
コ
パ
ー
ク
は
将
来
の
ご
み
の

減
量
化
の
目
標
や
人
口
減
少
な
ど
の
、
社
会
情
勢
の
変
化

を
見
込
み
処
理
能
力
を
設
定
し
て
お
り
、
現
在
３
市
村
か

ら
出
さ
れ
て
い
る
ご
み
量
に
対
し
て
、
そ
う
大
き
な
余
力

を
持
っ
て
い
な
い
こ
と
に
加
え
、
ご
み
処
理
に
要
す
る
経

費
を
で
き
る
だ
け
縮
減
す
る
観
点
か
ら
も
、
今
後
更
な
る

ご
み
の
減
量
化
が
必
要
で
あ
る
。
引
き
続
き
３
市
村
と
連

携
し
て
分
別
収
集
や
リ
サ
イ
ク
ル
化
を
一
層
進
め
る
こ

と
に
よ
り
、
ご
み
の
減
量
化
を
徹
底
し
て
い
く
と
と
も

に
、
施
設
の
運
転
に
つ
い
て
適
正
か
つ
安
定
し
た
運
転
の

継
続
に
努
め
る
。

　
　

高
橋
　
正

議
員
（
大
町
市
）

【
松
本
糸
魚
川
連
絡
道
路
に
つ
い
て
】

問
　
こ
れ
ま
で
の
広
域
連
携
で
の
対
応
は
。

　
取
り
組
み
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
沿
線
の
市
町

答
村
、
議
会
を
は
じ
め
、
幅
広
い
経
済
団
体
な
ど
９

５
の
機
関
、
団
体
に
よ
り
構
成
さ
れ
、
大
町
市
が
事
務
局

を
務
め
て
い
る
松
本
糸
魚
川
連
絡
道
路
長
野
県
側
ル
ー

ト
建
設
促
進
協
議
会
や
、
同
じ
く
長
野
、
新
潟
両
県
の
４

６
団
体
等
で
組
織
さ
れ
、
松
本
市
長
が
会
長
を
務
め
る
松

本
糸
魚
川
連
絡
道
路
建
設
促
進
期
成
同
盟
会
に
お
い
て

は
、
国
、
県
へ
の
要
望
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き

て
い
る
。
引
き
続
き
関
係
市
町
村
、
団
体
等
が
連
携
を

い
っ
そ
う
密
に
し
、
沿
線
地
域
が
一
丸
と
な
っ
て
１
日
も

早
く
整
備
が
促
進
さ
れ
る
よ
う
、
活
動
を
強
化
し
て
い

く
。問

　
今
後
ど
の
よ
う
に
連
携
し
て
戦
略
を
練
り
効

果
を
上
げ
て
い
く
の
か
。

　
松
本
糸
魚
川
連
絡
道
路
の
早
期
実
現
に
向
け
、

答
期
成
同
盟
会
等
の
構
成
団
体
で
あ
る
５
市
町
村

と
の
連
携
、
協
議
を
図
り
、
必
要
な
情
報
収
集
と
支
援
に

努
め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
長
野
県
議
会
危
機
管
理
建
設
委
員
会
へ
の
陳
情
に
お

い
て
、
構
成
市
町
村
の
要
望
事
項
を
取
り
ま
と
め
、
５
市

町
村
共
通
の
最
重
要
課
題
と
し
て
、
地
域
高
規
格
道
路
、

松
本
糸
魚
川
連
絡
道
路
の
早
期
整
備
促
進
を
掲
げ
、
当
圏

域
の
重
点
政
策
の
１
つ
と
し
て
県
議
会
に
強
く
要
望
し

た
。
地
域
住
民
の
要
望
を
早
期
に
集
約
し
て
、
圏
域
と
し

て
の
意
思
統
一
の
下
、
継
続
し
て
整
備
促
進
に
取
り
組
ん

で
い
く
。
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議　会

　
平
成
30

▼
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

　
保
険
給
付
事
業
実
績
見
込
み
に
よ
る
給
付
費
の
減

▼
平
日
夜
間
救
急
医
療
事
業
特
別
会
計

　
長
野
県
か
ら
の
補
助
金
に
よ
る
歳
入
の
増

▼
老
人
福
祉
施
設
等
事
業
特
別
会
計

　
老
人
保
護
措
置
費
の
増
額
に
伴
う
も
の

平
成
31
年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て

　
一
般
会
計
と
５
つ
の
特
別
会
計
の
総
額
９
２
億

１
５
９
万
９
千
円
の
予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
広
域
連
合
予
算
全
体
と
し
て
は
、
一
般
廃
棄
物
処

理
施
設
建
設
工
事
の
完
了
、
介
護
保
険
事
業
保
険
給

付
費
の
増
額
な
ど
に
よ
り
、
平
成
30
年
度
予
算
と
比

較
し
て
３
億
７
４
７
７
万
２
千
円
、
３
・
９
％
の
減

と
な
り
ま
し
た
。

２
月
定
例
会
開
催

平
成
31
年
２
月
定
例
会
の
概
要

　
２
月
定
例
会
が
、
去
る
２
月

し
た
。

　
２
月
定
例
会
で
は
、
人
事
院
勧
告
に
伴
う
補
正
予
算
の

報
告
案
件
４
件
、
条
例
案
件
２
件
、

13
・
14
日
に
開
催
さ
れ
ま

11

17

予
算
案
件

件
の
計

件
の
議
案
が
提
出
さ
れ
、
す
べ
て
承
認
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
本
定
例
会
で
制
定
又
は
一
部
改
正
と
な
っ
た
条
例
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

○
消
防
用
設
備
等
の
状
況
を
公
表
す
る
た
め
の
改
定
に

よ
り
、
火
災
予
防
条
例
及
び
施
行
規
則
例
の
一
部
改
正
。

○
介
護
保
険
制
度
改
定
に
伴
い
、
認
定
審
査
会
の
審
査
件

数
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
に
よ
る
委
員
定
数
の

変
更
に
よ
り
、
介
護
保
険
条
例
及
び
施
行
規
則
の
一
部

改
正
。

専
決
報
告
に
つ
い
て

年
度
専
決
報
告

　
人
事
院
勧
告
に
伴
う
人
件
費
の
補
正

平
成
30
年
度
補
正
予
算
に
つ
い
て

　
各
会
計
に
お
け
る
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
一
般
会
計

　
事
業
実
績
見
込
み
に
よ
る
歳
出
の
減

▼
介
護
老
人
保
健
施
設
事
業
特
別
会
計

　
事
業
実
績
見
込
み
に
よ
る
歳
出
の
減

【一般会計】17億143万3千円

【ふるさと市町村圏事業特別会計】759万8千円

【介護老人保健施設事業特別会計】2億7,763万8千円

【介護保険事業特別会計】69億9,547万3千円

【平日夜間救急医療事業特別会計】1,670万3千円

【老人福祉施設等事業特別会計】2億275万4千円

《平成30年度当初予算比：6億1,673万1千円、26.6％の減》

一般廃棄物処理施設「エコパーク」の運営等、「北アルプス広域葬祭場」の運営、緊急医療体制の確保、消防業

務、市町村業務システムの管理・運営、市町村の土木工事の設計書作成等の業務を行います。

《平成30年度当初予算比：317万2千円、71.7％の増》

ふるさと市町村圏基金を利活用し、地域振興イベントへの助成等、ふるさと振興事業を行います。

《平成30年度当初予算比：1,596万円、6.1％の増》

市立大町総合病院併設の介護老人保健施設「虹の家」の運営を行います。

《平成30年度当初予算比：2億2,293万5千円、3.3％の増》

40歳以上64歳以下の第２号被保険者及び65歳以上の第１号被保険者から納めていただいた介護保険料を財源

の一部として、介護サービスに対する給付等、介護保険制度の運営を行います。

《平成30年度当初予算比：2万3千円、0.1％の増》

「平日夜間小児科・内科急病センター」の運営を行います。

《平成30年度当初予算比：13万1千円、0.1％の減》

老人福祉施設「養護老人ホーム鹿島荘」、認知症対応型グループホーム「ひだまりの家」の運営を行います。
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一　般　会　計　　総額総額１７億１４３万３千円

歳　入 歳　出

9911..7788％％

55..3344％％
11..0022％％
11..8855％％

○国庫支出金：

　低所得者介護保険料軽減負担金　2,116万円

○県支出金：消防特例事務交付金 11万円

　低所得者介護保険料軽減負担金 1,058万円

○繰入金：土木事業基金繰入金 1千円

○繰越金：平成30年度からの繰越金

1,750万円

○使用料及び手数料：消防の検査手数料、ごみ

処理手数料など　　　　　　　　6,918万円

○諸収入：消防に関する雑入、資源物売却収入

など　　　　　　　　　　　　　 504万円

○財産収入：土木事業基金利子 15万円

○分担金及び負担金：

・広域連合が事業を実施するために必要な市町

村からの負担金　　　  　  15億7,630万円

・北アルプス市町村会館内にある他団体からの

会館の維持管理費　　　　  　 　141万円

5544..4477％％

2233..1166％％

55..4499％％

1144..3333％％

22..5566％％

※各予算額の四捨五入の関係から歳入歳出合計は総額と
一致しません。

○公債費：高規格救急車の購入や消防デジタ
ル無線システム構築、通信指令システム構築
等のために借入れした資金の償還

　9,343万円

○議会費：議会運営にかかる経費（議員数18名、
定例会年４回）  6 8万円

○総務費：広域連合の業務全般に係る事務費、
財産管理、市町村業務システム等の共同利用
に係る経費など  1 億8,578万円

○土木費：市町村が行う公共土木事業の施工管
理・設計等の受託に係る経費

3,980万円
○予備費：　 1,750万円

○民生費：養護老人ホーム等入所判定委員会・
障害支援区分認定審査会の運営、低所得者の
介護保険料軽減に係わる経費など

4,354万円

○衛生費：
・葬祭場の指定管理委託等の経費 2,253万円
・一般廃棄物処理施設「エコパーク」運営に係

る経費 3億3,456万円
・休日の初期救急・緊急歯科医療、休日・夜間

の二次救急医療の確保に係る経費
3,693万円

○消防費：北アルプス広域消防が行う消防・
救急・救助などの消防活動、高機能指令シス
テムの部分更新などに係る経費

9億2,670万円

介護保険事業特別会計 　総額６９億９,５４７万３千円

歳　入

2255..5588％％

2244..2200％％

1199..7755％％

1144..3333％％

1144..5555％％

11..6600％％
○使用料及び手数料：保険料の督促手数料
　 16万円
○諸収入・財産収入：保険料の延滞金、貸付

事業返済金、給付準備基金利子など
　 115万円
○繰入金：低所得者介護保険料軽減に係わる

一般会計及び基金からの繰入金　
9,739万円

○繰越金：平成30年度からの繰越金
1,313万円

○分担金及び負担金：
　介護給付費等に係る市町村からの負担金

10億1,790万円

○県支出金：
　介護給付費等に係る県からの負担金など

10億251万円

○保険料：
　第１号被保険者（65歳以上の方）からの介

護保険料　　　　　　　　 13億8,131万円

○国庫支出金：
　介護給付費等に係る国からの負担金など
　 16億9,270万円

○支払基金交付金：
　介護給付等に係る支払基金（第２号被保険

者（40～64歳の方）から医療保険料ととも
に徴収される介護保険料）からの負担金

17億8,923万円

歳　出

9911..2277％％

66..1133％％

22..2222％％
※各予算額の四捨五入の関係から歳入歳出合計は総額と
一致しません。

00..3388％％
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○基金積立金：　 1,222万円

○諸支出金：第１号被保険者（65歳以上の方）

への過年度保険料還付金など　　 106万円

○予備費：　 1,313万円

○地域支援事業費：

　介護予防事業、包括的支援事業・任意事業、

介護予防・生活支援サービス事業を行うた

めの経費　　　　　　　　  4億2,864万円

○保険給付費：

　訪問介護等の居宅サービスや施設サービス

に係る保険給付費（一部サービスを除き保

険給付は利用額の7～9割）63億8,490万円

（内容）

・居宅サービス利用分：訪問介護や通所介

護、住宅改修などのサービス

・施設サービス利用分：特別養護老人ホー

ム、介護老人保健施設への入所

・ケアプラン作成費用（全額保険給付）

○総務費：

　保険料徴収や要介護認定に係る事務費、低

所得者対策事業費、介護保険システムに関

する経費、人件費など　　　1億5,553万円



指令車受納式 消　防

　
２
月

日
に
全
国
共
済
農
業
協
同
組

合
連
合
会
長
野
県
本
部
・
大
北
農
業
協

同
組
合
様
よ
り
、
地
域
へ
の
社
会
貢
献
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。
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図
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連
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と
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造
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築
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図
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の
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消
防
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。
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文
化
財
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デ
ー
消
防
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練
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　全国的に人口減少や少子高齢化が進む中、大北地域全 ਨ॔ঝউ५৴ঽয়
体の活性化、生活機能の確保・充実を目指して、大北５

ੈ৺ ੈ৺市町村が圏域を形成し、事業を展開するものです。 ি ஜ੨
প

　平成28年度（2016年度）から、市町村が単独で実施 ૈਆ੨ ৵દ੨
するより連携したほうが効率的で効果の高い事業に５市  

ੈ৺ ੈ৺

町村が一体となって取り組んでいます。
　平成30年度（2018年度）は８分野19事業を実施しま 大町市と各町村が協約を結び、共通のビジョンの下で

連携して事業を行います。した。2019年度は９分野21事業を実施する予定です。
広域連合も取り組みに協力しています。

首都圏での移住相談談 他にも、首
を北アルプス圏域とと  ・成年後見支援を
して行っています  ・消費生活相談し

 ・障がい者相談
目を検査する機器を  ・図書館の利用促進目を
導入し、3歳児健診な  ・若者交流・結婚支援導入
どでどで検査しています  等に取り組んでいます。

※詳しくは大町市公式サイト「北アルプス連携自立圏」をごらんください。※詳しくは大町市 「北アルプス連携自立圏」をごらん

Ȥ̹ͣ̽ࣾ́ܨພ̈́ݢ
ఱ૽̮͜၌ဥఱ૽̮͜၌ဥ֓Ȇۭ ̦ഩდ̤͜ͅ൞̢̱͘ࢌ Ȋ̳
̧̧̳̳́́͘͘

̴̴͉͉͘͘
̤ഩდ̤ഩდ

診察日時：月曜日～土曜日　午後７時～午後９時 ȁ̩̺̯̞
住　　所：大町市大町1601-2　 フレンドプラザ内【大町市文化会館のとなり】

ȁ̩̺̯̞
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 《市外局番 ０２６北アルプスエリア Green Season EVENT CALENDAR １》 

詳しくは、各市町村または各市町村の観光協会・観光局・観光連盟等へお問い合わせください。

４月６日（土）～ 塩入久展 ー四季を彩る木版画の世界ー 幾重にも色を重ね生み出された多色刷りの木版画。北アルプスや池
６月23日（日） 北アルプス展望美術館 62-6600 田町、安曇野の風景が展示されています。

５月１日（祝） 安曇野松川　みつはしちかこ展 すずの音ホール10周年記念事業「小さな恋のものがたり」の作者みつ
　～12日（日） すずの音ホール 62-2481 はしちかこ氏の作品を展示

８８８
月月月

５５５
月月月

６６６
月月月

７７７
月月月

９９９
月月月

第40回塩の道祭り（小谷地区） 最も石仏・史跡が多く残る千国越えコースを昔の旅姿に扮した歩荷
５月３日（祝）

小谷村観光連盟 82-2233 行列と歩く春幕開けの大イベント

第40回塩の道祭り（白馬地区）
５月４日（祝）

白馬村観光局 72-7100
歴史の道 約11km を昔を偲びながら歩きます。

第40回塩の道祭り（大町地区） 「塩の道まつり」は、5/3から小谷村～白馬村を経由して、大町市まで３日
５月５日（祝）

大町市観光協会 22-0190 間にわたり行われる春の北アルプス山麓のウォーキングイベントです。

塩の道古道をえぶ 塩の道を愛する会 歴史ロマンあふれる塩の道古道を、地元のガイドが案内します。史跡や
５月12日（日）

（日中）090-5998-3017（夜間）85-1716 春の草花を見ながらゆっくり歩いて楽しみましょう。

５月18日（土）
　～19日（日）

５月25日（土）
　～26日（日）

５月25日（土）

５月26日（日）

５月下旬

６月１日(土）

６月１日（土）
　～２日（日）

６月２日（日）

６月８日（土）～

６月15日（土）

６月中～下旬

６月16日（日）

６月29日（土）～
７月６日（土）

７月27日（土）
　～28日（日）

８月３日（土）

第12回いけだまち北アルプス展望ウオーク
池田町観光協会 62-9197

第３回酒蔵めぐり
池田町観光協会 62-9197

第53回貞逸祭・白馬連峰開山祭
白馬村観光局 72-7100

第８回安曇野まつかわ「五月の風」音楽祭
すずの音ホール 62-2481

ちひろが愛した安曇野・まつかわ
北アルプスパノラマウォーク春
松川村観光協会 62-6930

立山黒部アルペンルート佐々成政武者行列
大町市プロモーション委員会 23-4081

第31回いけだまちひろつカミツレ花まつり
八寿恵荘 62-9119

第62回針ノ木岳慎太郎祭（夏山開き）
大町市観光協会 22-0190

第27回夢農場ラベンダーまつり
夢農場 62-5510

なぎさブラスゾリステンコンサート
すずの音ホール 62-2481

栂池自然園水ばしょう祭り
小谷村観光連盟 82-2233

木崎湖湖水開き・地引網と水上トレッキング
大町市観光協会 22-0190

花見ほたる祭り
池田町観光協会 62-9197

信濃大町若一王子祭り
若一王子神社社務所 22-1626

第37回松川ふるさと祭り
松川村役場経済課商工観光係 62-3109

信州花フェスタを記念したコースを設定！お好みのコースにチャレ
ンジしてみませんか。

日本酒からワインまで池田町のお酒や食事を楽しめるイベント。子
供も楽しめる体験もご用意。

白馬連峰の山開きを告げる開山祭。安全祈願の神事の後は、山案内人
のガイドで「白馬大雪渓」までトレッキング

県内アマチュア合唱の祭典

ちひろのスケッチポイントを巡る８㎞のコー
スです。舟方遊歩道を歩きながら眺める水鏡の
絶景は見事です。地元ガイドの案内あり。

富山市と大町市の武者行列隊が室堂で合流し、合同イベントを実施
します。大姥尊を引き継いだ当市武者行列隊は、ダム上で撮影会や大
姥堂での『大姥尊』奉納をして、大町温泉郷にて到着式を行います。

カモミールの香り、木々からあふれんばかりのエネルギーを感じと
れる場所。盛りだくさんの内容です。

北アルプス登山の先駆者である百瀬慎太郎を偲び、針ノ木大雪渓で開山
祭、針ノ木峠への記念登山、自然観察会などを行います。

４haのラベンダー園で開催。毎年人気のイベントです。

すずの音ホール10周年記念事業。日本を代表する金管アンサンブル
コンサートを開催します。

標高約1,900ｍの栂池自然園、白馬三山を背景に可憐な花を咲かせる
水ばしょうを楽しめます。期間中、振舞いや特産品の販売も行います。

新緑の木崎湖で自然を満喫。地引網にチャレンジしたあとは湖上をモーター
ボートで爽快な気分を体験。さらに、捕れた魚で作った木崎湖鍋が味わえます。

間近で見れることで有名なほたる水路。地区の売店も出店します。

可愛らしい稚児行列や、大きな舞台の曳き揃え、全国でも珍しい子供
流鏑馬などで賑わう伝統的なお祭りです。

松川村の真夏の祭典。ふるさとをこよなく愛し、より良い郷土づくりと一
人ひとりの幸せをめざし発展しようとの願いを込めた祭りです。ステー
ジイベントや地域の模擬店など楽しいイベントが盛りだくさんです。

８月13日（火）
第23回高瀬川納涼大花火大会 松川村と池田町との合同開催の花火大会。尺玉や地上スターマイン
松川村役場経済課商工観光係 62-3109 など迫力満点の花火が打ちあがります。

白馬の夏祭り
８月13日（火）

白馬村振興公社 75-3788
出店、演奏会、大花火大会

白馬八方温泉夏祭り 夜店、鏡開き、各種ふるまい、八方太鼓演奏、
８月14日（水）

八方尾根観光協会 85-2602 打ち上げ花火

木崎湖灯篭流しと花火大会 盆供養や安全祈願などの願いを込めて流す色とりどりの灯籠や、輝
８月15日（木）

水と光と灯りの祭り実行委員会 22-6608 くスターマインなどの花火が湖上に映って幻想的な美しさです。

白馬町夏祭り：YOSAKOI・花・白馬
８月15日（木） YOSAKOI、盆踊り、ゲーム

YOSAKOI・花・白馬実行委員会 72-4187

北アルプス三蔵呑み歩き 参加証となる酒器を購入して頂き、本通り周辺を歩きつつ、大町にある三
９月７日(土）

北アルプス三蔵呑み歩き実行委員会 23-7511 つの地酒蔵を呑み歩くイベントです。様々なもてなしが受けられます。

９月７日（土） 竃（かまど）神社例大祭 伝統のかまど神社例大祭の前夜祭として奉納花火大会が開催され、
　～８日（日） 若一王子神社社務所 22-1626 打ち上げ花火やスターマインが大町の秋の夜空を彩ります。

すずむしヒーリングナイトツアー 提灯片手に行灯の光に導かれ、野生のすずむしの音色を聴きながら、
９月中旬

松川村観光協会 62-6930 すずむし公園まで１㎞歩きます。

９月下旬～ 栂池自然園紅葉まつり 山々が美しく彩る栂池自然園で一足早い秋を満喫！来園者と一緒に
10月上旬 小谷村観光連盟 82-2233 楽しむ餅つきや、キノコ汁の振舞い、特産品の販売を行います。

９月23日（祝） 池田八幡神社例大祭
８台の絢爛豪華な舞台曳き回しは見事です！

　～24日（火） 池田町観光協会 62-9197
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